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は種期 7月 供試品種 グ レー トレークス366

X中 肋突起、業のよじれ等が発生

9も 県北地 域 にお け るイ チ ゴの マル チ栽培 について

一農試 県北分場 一 !

上 背 景と特徴   、

近年、果北畑作地常における商品生産農業の展開には見るべきものがあり、野菜作も著し

く伸び、48年 度の農業粗生産頒位においては、米,タパヨ,プ ロイラーに次いで第4位

(比率 11メ`)と なっている。

このうちイチゴ栽培は久慈市,二 戸市を中心に1 0 ha程度であるが、消費の伸びと対応

し、安定 ・多収技術体系の確立により、今後の増加が期待される。

当場においては、地域気象条件に適応した栽培法について、47年 から'ケ年、検討を加

えてきたが、一応の成果を得たので透明秋マルチおよび全期黒色マルチ栽培法にういて普及

上の参考事項 としたい。

2.技 術内容

(1)冷 涼な気象下にある県北のイナゴ栽培にとって、マルチの使用は必須の条件 といえる。

しかしながら越冬後もマルチ状態を継続すると開花期が早まり、ところによっては霜害に

よる減収の危険を伴 う。この点を解決するため、定植と同時に透明フイルムを被覆し、越

冬前の生育を促進するとともに、翌奉マルチを除去することにより、裸地状態で開花期を

遅らせ、晩霜回避を計る。このような |・透明秋マルチ」栽培により安定して多収を得るこ

とができる。また開花期が2日 ほど早まるものの全期黒色マルチ裁培も有効である。
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像)マ ルチ使用による増収効果は顕著であり、一果7g以 上の上果でa当 り15o守以上の目

標収量を確保することは県北部においても可能である。

これは裸地に比べても透明秋マルチで89%、 全期黒色マルチで80%の 収量増 となっ

てお り、また奇形果の発生も少 く、品質の面でも有利である。

一方、透明秋マルチの開花期は全期黒色マルチに比べ2日、全期透明マルチに比べ4日

程度遅れるため、霜害の確立も少いと言える。

0)県 北におけるイナゴの定植期については、早期定植が望ましいが、育苗との関連から9

月上旬が適当と考 えられる。また9月 20日 以降になると花芽分化と重なり、減収はまぬ

がれない。

虫 普 及上の留意点                               ,

(1)実 際の使用場面において、透明秋マルチ、全期黒色マルチの選択は地域の終籍日と開花

期及び除草労力等の点を考慮して決める。 1

口)イ チゴは浅棋性作物であり、塩類濃度障害に特に弱く、十マルチを使用 した場合 「肥料や

け」を起し易いので定植時の施肥は遅くとも2週間以上前とする。

(動 像 )の点からも土程診断を行う必要がある。

14)畦 間除事は、定植活着後 と翌春の2回それぞれ 10a当 り100gの シマジン永和剤を散

布することによりほぼ完全であるが、秋マルチの場合、開花換敷 フラをする直前に■回、

株間の手取 り除草が必要である。

(5)収 種時期が梅雨期と重なるため、果実の灰色カビ病の防除を徹底する。

4.試 験成績の概要

A 予 備試験 (S47)供 試品種 :ダナー    定 植期 :9月 21日

裁植様式 8 7 5 X 3 0 餌  4 4 N 4 株/ a

第 1 表 収量調査                   ( S 4 7 )

開花期

(月日)

収穫期

(月日)

a 当 収 量 蝉

陶

/J身ヽ導客

仰

鍛

率 仰

1株 当 ,

着 果 教

l■l髄０襲０閣閉
1.全期裸   地 5. 16 6。 19 63 42 100 67 & 3 248 117

2〃 黒 こマルチ 4 9 104 8 0 190 拓 8 0 1勇 7 劇Ll

ユ ″ 透明マルチ 4。26 5 65 53 126 81 & 3 11.0 12う
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B 本 試験 (S48,49)

(1)試験課題名      イ ナゴの裁培体糸確立試族

(2)試 験年次および場所  昭 和 48～   岩 手県立農業試験場県北分場

(3)試 験方法 1)供 試品種 ,ダナー.5～ 6案 苗を定植

2)裁培様式:(4う す 75)x30切  5う6族/a
3)供 試条件

S48 S49

定  植  期 9 月 1 日 , 8 日 , 9 日 9 月 '日

被 覆 条 件
傑地 :透 明秋 ■ルチ ,全 期黒 色
マルチ 較讐ル寮

甥マルチ,全期黒色マルチ,平坪

施肥量(貯/a)

N - 1 6 , P 2 0 5 - 2 9 , K 2 0

(こ品ゴ!犠)
N…20,P205‐ 29,K20-20

(ASU,BMョ _リ ン)

暑
開 花  期 収 穫  始

S48 S 4 9 S48 S49

( 1 ) 全期 裸 地 5. 16 多。 17 6.  12 6.  16

( 2 ) 透明 秋 マ ルチ 17 16 13 12

(3)全 期黒色マルチ 15 13 12

(4)全 期透明マルチ 12 12

“)試 験結果

第 2表  開 花期調査
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a 当 収 量 上県率

閉
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跡

燃
　
　
仰

奇
　
　
率

総 童
贈
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0
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( 1 ) 全期 裸 地

4 8 128 83 100 65 2a2 11,2

4 9 152 8 4 100 うう 2ユ 7 183

平 均 140 84 100
…
60 2ユ 5 l,1

( 2 ) 透 明 秋 マルチ

4 8 2 4 9 177 213 一ヤ′ａｒＢ
‘

24.8

4 9 197 140 167 71 208 曳 2

子均 う
ん

０
４ 159 189 71 2ユ 1 2 9

(3)全 期黒色マルチ

4 8 226 163 196 ″ 242,1 2 0

4 9 190 139 166 73 1‐94 曳 0

平均 ・208… 151 180 袴 22o ユ 3

第 4表  収 量調査
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